
平
和
と
幸
福
の
物
語
深
化 

^
子
^
!

記
；」

以
曰
、
沼
津
公
演 

2
年
ぶ
0
の
上
演
と
な
る
ミ
ュ 

丨
ジ
カ
ル「

お
菓
子
放
浪
記」

 

を
I3

只
す
る
片
山
美
穂
卩
静
岡 

市
駿
河
区
登
呂
の
静
岡
新
聞
社 

制
作
セ
ン
タ
丨 

2
年
前
に
舞
台
化
さ
れ
、 

好
評
を
博
し
た
ミ
ユ
ー
ジ
カ 

ル「

お
菓
子
放
浪
^
。
静 

岡
市
在
住
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ 

ョ
ン
作
家
西
1
の
同
名
小 

説
を
澤
に
-
戦
中
、
戦
後 

の
動
^
^
を
生
き
た
少
年
の 

姿
を
描
く 
0
劇
団「

チ
^―

~

 ̂

，
ク
レ
セ
ン
卜」

主
宰
の
片 

山
美
穂
が
藺
市
驗
河
区
登 

呂
の
静
岡
新8

1̂
1

作
セ
ン 

タ
ー
を
訪
れ
、
V
日
の
沼
津 

公
演(

実
行
震
会
主
催
、 

霱
新
涯
^
静
岡
鍪
後 

援)

を
卩
只
し
た
。 

幼
い
こ
ろ
に
両
親
を
亡
く 

し
た
西
村
の
自
伝
的
物
語
。 

1
9
7
6
年
に
木
5
麄 

督(

鬆
5
身)

に
よ
り 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
2 

0
1
1
年
に
は
映
画
に
な
つ 

た
。
チ
丨
ム
⑩
ク
レ
セ
ン
卜 

に
よ
る
ミ
ユ
丨
ジ
カ
ル
は
；
 ̂

年
、
静
岡
市
な
ど•~

外
を 

回
っ
た
。 

特
に
羼
の
あ
っ
た
旁 

の
声
に
応
え
る
た
め
に
企
画 

し
た
今
回
、
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル 

に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
人
に 

も
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ 

と
は
大
ぎ
な
役
目
だ
。「

シ 

ン
プ
ル
豸
が
印
象
に
は
残 

る
が
、
に
は
単
純
で
は 

な
い
面
白
さ
が
あ
る
。
そ
の 

兼
ね
合
い
を
全
編
で
見
直
し 

た」

0
脚
本
の
木
島
共
左
相 

談
し
、
語Y�

と
な
る
主
人 

公
の
存
塞
を
強
め
た
。 

片
山
は
前
回
に
続
き
、
主 

人
公
の
1
役
と
し
て
登
場 

す
る
。「

見
る
人
と
同
じ
よ
う 

に
、9

1

 
演
者
も
ス
タ
ッ
フ
も 

公
演
ご
と
に
気
付
く
こ
と
が 

あ
る
。
お
菓
子
が
義
す
る 

平
和
と
幸
福
の
物
語
を
さ
ら 

に
深
め
る
舞
台
に
し
た
い」

 

「

1
子
放
浪
^
は
西 

村
が
沼
津
在
住
時
代
に
執
筆 

し
た
。
ゆ
か
り
の
地
で
の
初 

公
演
は
、
2
4
日
午
後
2
時
か 

ら
沼
津
市
民
文
化
セ
ン
タ
丨 

で
。
問
い
合
わ
せ
は
実
行
委 

員
会
事
務
局
八
電
0
5
5 

へ9
2
2)

5
8
1
5
X
0 


